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令
和
４
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
再
び
市

政
の
舵
取
り
役
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

重
責
を
改
め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
初
心
に
立
ち

返
り
、「
誇
り
高
い
、
元
気
な
ま
ち
沼
津
」の
実
現
に

向
け
て
、
全
身
全
霊
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
は
、本
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
沼

津
夏
ま
つ
り
・
狩
野
川
花
火
大
会
」
を
３
年
ぶ
り
に

開
催
し
、
約
30
万
人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
公
共
空
間
を
活
用
し
て
ヒ
ト
中
心
の
居
心
地
の

よ
い
都
市
空
間
を
創
出
す
る
社
会
実
験
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
の
実
施
や
、
本
市
を
舞
台
と
す
る

各
種
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
３
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く

り
の
拠
点
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
や
隣
接
す
る
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
っ
て
多
様

な
交
流
の
場
と
も
な
る
、
新
総
合
体
育
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
等
が
浸
透
し
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま

ち
を
楽
し
む
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
に
触
れ
、

よ
り
臨
場
感
や
一
体
感
を
味
わ
え
る
リ
ア
ル
な
交
流

の
重
み
と
い
う
も
の
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整

令
和
５
年
度

施
政
方
針

　令
和
５
年
２
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
新
年
度
の
市

政
運
営
の
考
え
と
、
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
施
政
方

針
を
発
表
し
ま
し
た
。

3 広報ぬまづ2023.4.1 号

【視点１】　暮らしやすいまちへ

【視点２】　ひとが行き交うまちへ

【視点３】　産業が元気なまちへ

【視点４】　安全・安心のもとで暮らせるまちへ

令和５年度　重点的に取り組む４つの視点

備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
活
力
あ
る
沼
津
を
創
造
す

る
ま
ち
づ
く
り
の
着
実
な
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
本

市
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
や
観
光

の
創
出
に
取
り
組
み
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
感

染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
本
年
７
月
に
は
、
い
よ
い
よ
市
制
施
行

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
は
、
大
正
12
年
７

月
１
日
に
全
国
で
89
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
県
東
部
地
域
の
広

域
拠
点
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
誇

り
高
い
沼
津
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、「
き
ら
り

沼
津
。
次
の
１
０
０
年
へ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、「
先
人
達
へ
の
感
謝
と
敬
意
」、「
誇
り
と
愛
着
」、

「
市
民
と
の
協
働
」、「
次
の
１
０
０
年
へ
の
新
た
な

一
歩
」
の
４
つ
の
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、
様
々
な

記
念
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
行
政
運
営
に
関
し
ま
し
て
も
、
こ
の
大
き

な
節
目
を
契
機
と
し
て
、
施
策
の
企
画
及
び
推
進
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
な
か
整
備
の
積
極

的
な
促
進
や
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
本
格

化
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
な
ど
に
伴
う
組
織
の
改

正
等
を
行
い
、
沼
津
の「
動
き
出
す
創
り
出
す
」を

加
速
さ
せ
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
に
力
強
く
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

※
令
和
５
年
度
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ

　ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　今
回
の
特
集
で
は
、
新
年
度
に
お
い
て
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
４
つ
の
視
点
と
、
主
な
取
組
に
つ
い

て
、「
第
５
次
沼
津
市
総
合
計
画
」の
８
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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都市の活力や発展を支える定住人口の確保に向けては、出生数の減少傾向に歯止めをかけ、転出
超過を解消していく必要があります。このため、ＩＣＴを活用した教育・子育て環境の充実、中心
市街地における民間開発の支援、高齢者の生きがいづくりや居場所づくりの推進など、沼津に愛着
を感じ、住みたい、住み続けたいと思えるまちづくりを推進してまいります。

にぎわいの創出や地域経済の活性化につながる交流人口の拡大に向けては、本市ならではの特色を
活用した魅力的な施策を進めることが求められています。このため、Ｓｅａ級グルメ全国大会の開催
をはじめ、ストリートスポーツパークの整備、スポーツイベントの開催促進、中央公園リノベーショ
ンの推進など、地域資源等を活用した多くの来訪者をひきつけるまちづくりを推進してまいります。

　まちの活性化に向けては、産業構造の変化も見据えた、雇用の創出や業務の効率化、農林水産業
における６次産業化等を推進するなど、産業の振興を図ることが求められています。このため、企
業立地の受け皿となる新たな工業用地の確保、地産地消や農水産物のブランド化の推進、複業人材
の活用支援など、産業が元気なまちづくりを推進してまいります。

近年多発している大規模な自然災害や消費生活トラブルなどは、市民生活に不安を与えています。
このため、南海トラフ巨大地震に備えた地震・津波対策、不適切な盛土への対応、特殊詐欺や悪質
商法による被害の未然防止など、誰もが安全・安心のもとで暮らすことができるまちづくりを推進
してまいります。


